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【春の全国交通安全運動について】 

 

運動期間  令和５年５月１１日（木）から２０日（土）までの１０日間 

「交通事故死０を目指す日」 令和５年５月２０日（土） 

信濃路は みんなの笑顔 つなぐ道（長野県交通安全スローガン） 

 

◎こどもを始めとする歩行者の安全確保 

・全国的に、５月から６月にかけて歩行中児童の死者・重傷者が増加する傾向にあります。 

 大人も子供も、横断歩道を渡ること、信号機のある所では、その信号に従うこと等の基本的な

交通ルールを守りましょう。また、運転者に対して横断する意思を明確に伝え、安全を確認し

て横断し、横断中も周囲を確認することも重要です。 

＊＊＊家庭内ではお子様に繰り返して注意を促してください。 

＊＊＊こどもに原因がある歩行者事故のうち５割が「飛び出し」です。 

・高齢者の方は、自身の身体機能の変化を理解して安全な交通行動を実践しましょう。 

＊＊＊令和４年中、県内の歩行中死亡者１４名のうち８名が道路横断中に事故に遭っています。 

 

◎横断歩行者事故等の防止と安全運転意識の向上 

・歩行中の死亡事故の多くは歩行者が道路を横断中に発生し、車両等の側に横断歩行者妨害等の

法令違反があります。 

＊＊＊横断歩道や交差点の近くではスピードを落とし、歩行者がいたら必ず停止しましょう。 

・飲酒運転、妨害（あおり）運転等の悪質な法令違反もあります。安全運転意識をさらに高めま

しょう。 

＊＊＊飲酒運転を絶対しない、させない、許さない。 

＊＊＊妨害運転は悪質な犯罪です。 

 

◎自転車のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底 

・自転車乗用中の死者の人身損傷部位は頭部が６割となっています。ヘルメット非着用時の致死

率も高くなります。 

＊＊＊自転車乗用中は通行ルールを守り、命を守るためにヘルメットを着用しましょう。 

・自転車関連の死亡重傷事故は、自転車側に多くの法令違反が認められます。交通ルール遵守の

徹底が必要です。 

＊＊＊一時停止や徐行をして安全確認を徹底しましょう。 



◇【防犯】  

「電話でお金詐欺」の被害が止まりません。令和４年中、長野県での「電話でお金詐欺」 

認知件数は１９８件、被害金額約５億６千２百万円を超え 

うち（松本市では）  件数 ２８件  被害金額約６千７百万円 です。 

⇒常時留守番電話に設定したり、迷惑電話防止機能の付いた最新の電話機に切り替えまし

ょう。 

⇒詐欺の電話やメールは突然あなたに届きます。電話でお金の話が出たら詐欺です。一人

で判断せず、家族、友人、消費者ホットライン（１８８）、警察相談（♯９１１０）へ相

談しましょう。 

 

 

◇【防災】 災害時に命を守る一人一人の防災対策 

 

地震等の自然災害は、時として想像を超える力で襲ってきます。しかし、日頃から防災対策

をしておくことで、被害を少なくすることはできます。防災対策で大切なことは、自分の身

の安全を守るために一人一人が取り組む「自助」です。 

 

 災害が発生したときは、まず自分が無事であることが最も重要です。 

「自助」に取り組むためには、まず、災害に備え、自分の家の安全対策をしておくとともに

家の外において地震等に遭遇したときの、身の安全の守り方を知っておくことが必要です。 

また、身の安全を確保し、生き延びていくためには、水や食料などの備えをしておくことも

必要です。 

防災対策には、十分とか絶対大丈夫というものはありません。 

防災対策だけでなく一人一人が平時からハザードマップを確認し自宅の災害リスクを認識す

るなど自分の周りにどのような災害の危険が及ぶのかを考え、その被害をできるだけ少なく

するために必要な対策を講じることが重要です。 

（政府広報オンライン 災害時に命を守る一人一人の防災対策より：一部加除修正あり） 

 

  「自助」そのポイントを紹介します （今月は項目のみ、詳細は次号へ） 

●家の中の安全対策 

●地震が発生した時に身を守るには？ 

●ライフラインの停止や避難への備えは？ 

●安否情報の確認方法を家族で決めておく 

 

◎組長さんの交代により、西町自主防災会の組織名簿等が変更になります。 

 改訂版の書面を配付しますので、ご確認をお願いします。 

 


